
 - 1 - 

平成２8年度 第５回陸上専門部会 

 
平成２９年 ２月２０日 
印 南 町 公 民 館 

出席確認 
 美山、中津、大成、丹生、御坊、河南、湯川、名田、松洋、日高、稲原、印南、 
 切目、清流、南部、上南部、日高付属、由良 

 
１．今年度の反省 
  ○各大会（春、夏、秋） 
    春の大会 
            管理棟前の道路、アップをする選手が多い、競技中、一般車両は通行止に。 
        夏・総体 
    秋・新人 
            雷による中断があった。 雷の避難場所→若者センター 
       全体を通して 
            Wi-Fiは個人のスマホに頼っている。→１泊２日のレンタルが千円～二千円くらいであ 

 る。 
            朝の準備→選手が競技開始ぎりぎりまで手伝ってくれている。1時間前には終わるよう 

 にしたい。 ※現状、7時半集合。競技開始は 9時。 
⇒前日に投擲のテープ張りができれば今まで通り 7時 30分集合準備開始で。 
 テープ張りができなければ昨年度並みに 7時半集合だが、来れる学校は 7時 
に集合して準備を始める。日高川教委と連絡をとってから各校に伝達する。 
（3月中） 

            出発での選手のレーン間違いが多かった。→選手への指導、審判員の注意喚起。 
 
  ○駅伝関係(郡、県、近畿、紀南新人) 
   (1)郡駅伝について 
         ・中継地点を 30m〜40m スタートラインよりに移動させた方が運営面でいいのではないか。 
         ・記録集計の場所（車内で出来るので救護車近くに置いてはどうか） 
      ⇒林先生の車を借りる。現在救護者を置いているスタートライン付近で行う。できれば 

中継所の空き地に車を入れて行うようにする。（選手待機場所の空き地） 
         ・教師・保護者のマナー（応援の際、車道に出るなど） 
         ・若者広場側歩道に応援者が集中した。中津荘の前を通ってスタートライン側への移動方 

法を応援者に連絡しておけば分散したのではないか。 
         ・芝生内に入らないように保護者宛のプリントに明記しておく。 
      ⇒保護者宛のプリントに明記するが、中津荘の方にも本当に入ってはいけないのか確認 

しておく。（職員は責任者を含めて保護者の目の前で入っている。） 
         ・全員スタッフジャンパーを着用する。（新聞記者を含め、着用していない人は中継所付近 

 からシャットアウトする。） 
  ⇒報道用のビブスを中体連で購入してもらう。 

         ・開閉会式は雨天時以外はグラウンドでしてはどうか。 
      ⇒最終ランナーゴール後 20 分～30 分時間をおいて行う。最終ランナーがゴール後すぐ 

に並ばなければならなくなるし、記録の最終チェックや、シートをよけてもらう学校 
の準備もあるため。 

         ・片づけが早すぎた。最終ランナーゴール後に。 
         ・日程問題。県駅伝との兼ね合い。 
      ⇒中体連から降りているので、各校で検討し、各市町村の理事から中体連に報告しても 

らう。現状、4年間は 23 日開催で問題なし。5年後の大会は 23日開催とすると県駅 
伝の 2日後になるため難しい開催となる。 

   ⇒救護車に『救護車』とわかる看板がほしい。（マグネット等） 
   ⇒救護の場所、記録室を本部と思い込み対応を求める生徒、保護者が来た。 
     現状→救護車付近で待機。 
     今後→中継所付近に待機。救護車も中継所近くに置く。救護の場所を看板で明示し、 

会場図にも救護の場所を示しておく。  
   ⇒救護も腕章、黄色いスタッフジャンパーを着用し、救護班とすぐわかるようにしておく。 

   (2)県駅伝について ※県専門部の項で検討 
      (3)近畿駅伝について 審判協力ありがとうございました。 
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    (4)紀南新人関係   ※別項で検討 
 

２．来年度の計画について  ※別紙資料（スケジュール表） 
(1) 日高地方関係 

    ・春 → ４月２９日（土）予備日３０日（日） 
 
        ・夏 → ７月１５日（土）予備日１６日 
         ※補助員の確保(県選手権は前週８日・９日) 
 

      ・秋 → ９月２３日(土)予備日２４日(日) 

    (2) 和陸協関係 
     県中学記録会    
     県中学四種大会  ７月２８日(火) 南山 

 ※審判協力お願いします。 
  ⇒各校 1名 

     通信大会     ７月１日(土)～２日(日) 
     県総体      ７月２３日(日)、２４日(月) 

      近畿大会     ８月５日(土)、６日(日)   ※京都大会 
      全日本中学      ８月１８日(火)～２１日(金)  ※熊本大会 

     県秋季大会   １０月 ８日(日)             ※田辺 
          県中学駅伝     １１月１５日(日)              ※田辺 ※審判協力お願いします。 
                                 ⇒各校 1 名 
          近畿中学駅伝  １２月２日（土）３日（日）  ※京都 
          全中駅伝      １２月１６（土）１７（日）    ※滋賀 
 
３．県専門部関連 

 (1)県駅伝について           当分の 
   ・ナンバーカードの管理をお願いします(５年間は使う予定です) 
   ・来年度も田辺スポーツパークで開催  ※審判協力お願いします。 
                      ⇒各校 1 名 
 (2)冬合宿について 
   ・参加制限がありませんでした･･･ 
     → 先着順で参加できないケースがあった（申込方法は再考する方向？） 

⇒現状良くないのは良くわかってくれているが、線引きが難しく、今までの形を変えられず 
 にいるのではないか。 
⇒合宿は『強化』を目的に、合同練習会を多く開催し『普及』を目的にという、県でも考え 
ている方向で良いのではないか。 
⇒県の強化部としてもわかっているが、スタッフが足りず、理想的な運営が困難だと言うこ 
とである。要求するのであれば協力はしていかなければならない。スタッフが足りないよう 
なら日高地方としても協力していく方向で確認。 

 
 (3)春合宿について 
      ・３学期終業式後に２泊３日で ３月２５（土）から３月２７日（月）まで。 
 
 (4)その他 
   ・県に対する要望事項(あれば) 
  ⇒国体のためと値上げした連盟の登録料はこのまま値上げしたままなのか。 
   →日高陸協から県の連盟に挙げてもらう。 
  ⇒今年の近畿大会、出張にならないと言われた学校があった。それでは万が一の場合保証が 

ないので、何とかしていかなければならない。なぜ出張にならなかったのかの理由も含め 
て確認し、このようなことが起こらないよう手立てが必要。旅費別途の一文は後から訂正 
して要項につけてあった。 

 
４．紀南新人駅伝について 
          ・予算執行状況  ※別紙 
        → 昨年度なかった交通指導員さんの謝礼、御坊市の中学校が参加不能になったた 

   め、少し赤字になりました。 
   ⇒以前あったライオンズクラブの会計のこりから補填。 

日高陸協記録会(案) 

 4月 ①15日(土) 

 5月 ○予３日(水) 

②20日(土) 

 6月 ○予 10日(土) 

③17日(土) 

7月  

 8月 ○予 10日(木) 

④26日(土) 

 9月 ○予 2日(土) 

⑤9日(土)  

○予 30日(土) 

11月 ⑥3日(金) 

○予 4日(土) 
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     ・出場校、チーム数 
        →御坊市の中学校が出場できなかったため、少なかった。 

（当初は例年より多かった。） 
       ・日程問題 
        → 開始時刻を早くした 

                               9:00 受付                       10:30 女子スタート 
                               9:30  監督打合せ                11:30 男子スタート 
                               9:40  役員打合せ 
                               9:50  開会式                    13:00 閉会式 
            ⇨西牟婁、大塔の百間山渓谷あたりの出発時刻を確認して問題なければこのままで。 
            → 日高地方市町村駅伝との重なりが解消されたため、交通指導員、日高陸協から

の審判協力がえられた。 
        → 来年度の日程     １月 ２７日(土) 
                ⇨あとで出て来るが、各機関と要調整。 
          ・開催地 
        → 来年度も中津ドーム周辺コースで。 
       ・事務分担（駅伝担当者） 
                → 大会要項(案)の作成 ※郡駅伝打ち合わせで検討 
          御坊市教委、地教委連への後援依頼(11月中に) 
                   道路使用許可申請 
          メダル発注（トーショースポーツ） 
                   各種依頼状の発送（教委関係、駐車場、警察等、審判員） 
                   駐車場利用の内諾（電話連絡） 
                   ＨＰに各種のファイルを登録 
                   審判員派遣依頼 
                   折り返し案内の取りつけ(冬休み中) 
                   礼状の発送（教委関係、駐車場、警察等） 
       ・役員、審判の協力 
        → ホスト地区として専門部での審判協力をお願いします 

   ・その他 
→路面凍結のため滑ってこけた選手が 2 名いた。部分的な氷なら、塩カルで対応で  
きるので準備。 

→中継所の位置をスタートラインよりにした方が選手の導線がいい。 
→センターラインを越えた選手が数名いた。失格ではなく厳重注意とした。 
→来年度から日程を早く確定し、要項を出すようにする。一学期中？ 

※田辺中の入試、PTAの研修会、実践発表会の日程、日高地方駅伝の日程が 
わかれば確定できる。案を中体連の総会か 7月の中体連理事会で出す。 

→メダルのわたし間違いがあった。表彰の時は、介添えをつけて、確実に渡すよう 
にする。 

→南山のコーン・バーは返すときは元の場所へもどす。 
      →賞状等のストックがなくなった時点で東牟婁を外してもよいかも 
 

５．来年度の専門部の体制について 
    ○専門委員長                                       ［ 山本（切目）    ］ 

○副専門委員長                                     ［ 西岡（大成）     ］ 
○各部門(仮称)担当者 
           ・記録部（主要３大会の記録の整理、保管）→ ［ 前（清流）       ］ 

（陸マガに電子申請） 
           ・庶務部（ナンバーカードの管理）        → ［ 稲葉（御坊）      ］ 
      ・強化部（指導者講習会の企画、運営）    → ［ 岡本（湯川）      ］ 
      ・駅伝部（紀南新人駅伝の事務担当）      → ［ 山本（切目）      ］ 
 

    ○コンピュータによる作業（ローテーション） 

 
２７年度 ２８年度 ２９年度 

春 日高・日高川・由良 印南・南部 印南・南部 
夏 御坊・美浜 日高・日高川・由良 御坊・美浜 
秋 印南・南部 御坊・美浜 日高・日高川・由良 
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○大会等の準備について 
      担当各地区  

        ・番組編成、および、元プロの作成 
                     

       ・お弁当（６００円程度）１週間前には仮予約しておいたほうがよい 
 
    専門部長  
       ・アスリートランキングの準備 
       ・タイムテーブル、役員表、決勝一覧表、得点表、大会記録一覧 
      ・大会会場の予約 
 

 
       各校で入力                                  各校で確認   ※修正の連絡 
         ↓                                          ↓ 
       担当地区で番編                              担当地区で印刷   
         ↓                                          ↓ 
       プログラム案作成(委員長)                    プロ編会議で製本  
         ↓ 
       原案のメール送信(委員長)    

  

 
６．春の大会について 

(1)タイムテーブルの確認 ※別紙 
 ⇒タイムテーブル原案を組み直す。（専門委員長 山本）その後エントリーする。 

※3月中に役員で協議し完成。 
(2)競技について 

   ・スパイクピンついて 
     → 全天候ピンに限定（先端が鋭利なものは不可） 
     →トラック：9mm、フィールド(走高、ジャベ)：12mmまでとする 
   ・ウォーミングアップについて 
     →競技場外周部を使って行う。 
     →バックストレッチを利用してもよいが、他競技に支障のないように注意する。 
     →競技場内での投てき用具を使った練習を禁止する。 
     →投てき練習については、招集完了後に競技場所にて係員の指示で行うこと。  
   ・走高跳の試技開始(男1m20・女1m10)、三段の踏切(9m、8mの２ピット用意？) 
   ・走幅跳は２ピットで同時に競技を開始、３回目終了時点で上位8名によって残り３

回の試技を行う。この際、予選ラウンドと同じピットで競技をおこなうこととする。 
   ・競技場内での飲食について 
     →競技場内での給水制限はありません 

原則としてタータン上では「水のみＯＫ」です。 
     →食事等はスタンド部分で行ってください 
   ・コール、コースアウト、不正スタート等のルールについて、各校で指導を  
     ※「不正スタート」と「警告」の違いに注意 
       ※ コール時に自分のレーンを確実に確認する。各校で指導を  
   ・その他 
  

(3)その他 
   ・参加費の値上がり 200円→300円 
   ⇒競技場を借りる回数が増えること。協力してくださる方への謝礼をもう少し払え 

るようにしたい。（現状、1日千円。せめて2千円、できれば1日の協力で3千円払 
いたい。）また、指導者講習会の講師料などにも当てていき、活動を活性化させた 
い。 

            600円程度 
・弁当の注文(１個 ５００円) 
 担当：上山（上南部中） 個数：役員編成後に専門委員長が連絡する。 

   ・個人情報の取り扱いについて確認 
 
７．その他 
    ・来年度の予算について 

プログラム作成の流れ 
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       → 現状維持になりそうです 
    ・各大会の記録の保存について 
       → 電子データで申請をする（ベースボールマガジン社へ電子メールで申請） 

アスリートランキングの CSVファイルをそのまま添付する 
⇒できればその日のうちに送るのがよいがフィールド競技の記録確認等を確
実にすることが必要になる。 

 
       ・新規審判員講習会 
            → 日高陸協から補助が出ますが、日程等は未定です。 
 
    ⇒予算施行状況。現在約三万円余っています。新人大会の補助員が得られなかったため 

その謝礼分です。南山の消耗品、ホワイトボードなどの掲示板の購入にあてたいと思 
います。 


